
(57)【要約】

【課題】　軸のフレッチングによる傷の発生を防止する

と共に、構造の簡略化及びコンパクト化を図ること。

【解決手段】　転がり軸受は、―体型の内輪３と、二つ

の外輪２ａ，２ａと、その間に両側列の円筒ころ６，６

と、ころ６ところ６との間を一定の間隔に保持する二つ

の保持器１０，１０と、中央列の玉７或は三点或は四点

接触の玉７と、玉７と玉７との間を一定間隔に保持する

一つの保持器１４と、などから構成されている。円筒こ

ろ６の端面と、外輪２ａの鍔面との間の隙間は、玉列の

アキシアル隙間より大きく設定してある。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 体 型 の 内 軌 道 輪 と 、 一 体 型 の 外 軌 道 輪 と の 間 に 、 二 列 の 転 動 体 の 円 筒 状 の こ ろ と 、 一
列 の 転 動 体 の 玉 と を 、 夫 々 、 略 ― 定 間 隔 に 保 持 し た 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 に 於 い て 、
　 前 記 円 筒 状 の こ ろ は 、 ラ ジ ア ル 受 と し 、 前 記 玉 は 、 一 部 の ラ ジ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な が ら
、 ス ラ ス ト 受 と す る こ と を 特 徴 と す る 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 。
【 請 求 項 ２ 】
　 一 体 型 の 内 軌 道 輪 と 、 二 つ の 外 軌 道 輪 と の 間 に 、 二 列 の 転 動 体 の 円 筒 状 の こ ろ と 、 一 列
の 転 動 体 の 玉 と を 、 夫 々 、 略 ― 定 間 隔 に 保 持 し た 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 に 於 い て 、
　 前 記 円 筒 状 の こ ろ は 、 ラ ジ ア ル 受 と し 、 前 記 玉 は 、 一 部 の ラ ジ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な が ら
、 ス ラ ス ト 受 と す る こ と を 特 徴 と す る 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 は 、 特 に 、 鉄 道 車 両 の 車 軸 に 組 込 ま れ 、 使 用 時 に
線 路 等 か ら 振 動 衝 撃 荷 重 が 常 時 に 加 え ら れ て い る 回 転 軸 を 、 回 転 自 在 に 支 持 す る 為 に 使 用
さ れ て い る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 比 較 的 に 高 速 回 転 条 件 で 、 而 も 、 高 荷 重 、 変 動 荷 重 及 び 合
成 荷 重 等 が 加 え ら れ て い る 場 合 で も 、 耐 摩 耗 性 、 高 速 性 、 耐 熱 性 、 並 び に 耐 焼 き 付 き 性 が
十 分 に 確 保 で き 、 且 つ 、 車 軸 に ス タ ン プ 傷 の 発 生 が 抑 制 で き 、 而 も 、 組 立 、 点 検 及 び メ ン
テ ナ ン ス 等 の 取 り 扱 い 容 易 性 が 要 求 さ れ る 鉄 道 車 両 車 軸 に 好 適 に 使 用 さ れ る こ と を 図 る も
の で あ り 、 そ の 他 、 鉄 道 車 両 以 外 の 車 軸 に も 、 適 用 可 能 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鉄 道 車 両 の 車 軸 用 転 が り 軸 受 は 、 使 用 時 に ラ ジ ア ル 荷 重 の 他 に ア キ シ ア ル 荷 重 も 加 え ら
れ 、 且 つ 、 線 路 等 か ら 振 動 衝 撃 荷 重 を 常 時 に 加 え ら れ て い る 。 従 っ て 、 車 軸 を 回 転 自 在 に
支 持 す る 為 に 、 ラ ジ ア ル 荷 重 だ け で は な く 、 ア キ シ ア ル 荷 重 も 支 承 で き 、 而 も 、 耐 振 動 衝
撃 性 だ け で は な く 、 高 速 性 、 低 発 熱 性 並 び に 耐 摩 耗 性 を 有 す る 転 が り 軸 受 が 要 求 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 為 に は 、 従 来 、 図 ６ の よ う な 外 輪 が 一 体 型 で 、 内 輪 が 二 つ 、 そ の 中 間 に あ る 間 座 を
組 合 せ る 複 列 円 錐 こ ろ 軸 受 、 又 は 、 図 ７ の よ う な 外 輪 が 二 つ 、 そ の 中 間 に あ る 間 座 を 組 合
せ て 、 内 輪 が 一 体 型 で あ る 複 列 円 筒 こ ろ 軸 受 が 多 く 使 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ６ は 、 従 来 に 係 る 鉄 道 車 両 車 軸 用 密 封 型 複 列 円 錐 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 （ 実 績 品 ） で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 車 軸 １ に は 、 密 封 型 複 列 円 錐 こ ろ 軸 受 が 装 着 し て あ り 、 一 体 型 の 外 輪 ２ と 、 ２ 個 に 分 離
し た 一 対 の 内 輪 ３ ａ ， ３ ａ と を 備 え て い る 。 一 対 の 内 輪 ３ ａ ， ３ ａ の 間 に は 、 間 座 ４ が 設
け て あ る 。 外 輪 ２ と 、 一 対 の 内 輪 ３ ａ ， ３ ａ と の 間 に は 、 夫 々 、 複 列 の 円 錐 こ ろ ５ ， ５ が
転 動 自 在 に 介 装 し て あ る 。 ま た 、 こ れ ら 円 錐 こ ろ ５ ， ５ の た め の 保 持 器 １ ０ ， １ ０ が 設 け
て あ り 、 一 対 の 内 輪 ３ ａ ， ３ ａ の 両 側 に は 、 鍔 輪 １ １ ， １ １ が 装 着 し て あ り 、 こ れ ら 軸 受
の 両 側 に は 、 一 対 の 環 状 の シ ー ル 部 材 １ ２ ， １ ２ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ７ は 、 従 来 に 係 る 鉄 道 車 両 車 軸 用 オ ー プ ン 型 複 列 円 筒 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 （ 実 績 品 ）
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 車 軸 １ に は 、 オ ー プ ン 型 複 列 円 筒 こ ろ 軸 受 が 装 着 し て あ り 、 ２ 個 に 分 離 し た 一 対 の 外 輪
２ ａ ， ２ ａ と 、 一 体 型 の 内 輪 ３ と を 備 え て い る 。 一 対 の 外 輪 ２ ａ ， ２ ａ の 間 に は 、 間 座 ４
が 設 け て あ る 。 外 輪 ２ ａ ， ２ ａ と 、 内 輪 ３ と の 間 に は 、 夫 々 、 複 列 の 円 筒 こ ろ ６ ， ６ が 転
動 自 在 に 介 装 し て あ る 。 ま た 、 こ れ ら 円 筒 こ ろ ６ ， ６ の た め の 保 持 器 １ ０ ， １ ０ が 設 け て
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あ り 、 内 輪 ３ の 一 側 に は 、 鍔 輪 １ ３ が 装 着 し て あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た 車 軸 用 複 列 円 錐 こ ろ 軸 受 （ 図 ６ ） は 、 ラ ジ ア ル 荷 重 及 び ア キ シ ア ル
荷 重 を 単 独 か 同 時 に 負 荷 す る こ と が で き る 。 し か し 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な が ら 、 こ
ろ 頭 部 と 内 輪 の 大 鍔 面 と の 相 対 運 動 は 、 滑 り 運 動 の 成 分 が 割 合 に 大 き い 為 、 ス ミ ヤ リ ン グ
或 は 滑 り 傷 が 発 生 し や す く 、 そ れ に よ る 焼 き 付 き の 問 題 が よ く 発 生 し で い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 更 に 、 内 輪 は 、 二 つ で 、 そ の 中 間 に 問 座 が あ る の で 、 車 軸 が 荷 重 に よ る 撓 み を 発 生 し な
が ら 回 転 し て い る 時 に 、 軸 受 と 嵌 め 合 う 処 の 車 軸 の 表 面 は 、 内 輪 の 内 径 面 の 面 取 接 点 部 と
の 軸 方 向 の 微 小 摺 動 に よ る フ レ ッ チ ン グ 傷 の 発 生 の 可 能 性 が あ る （ 図 ６ に 丸 印 で 示 す ２ 箇
所 ） 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 上 述 し た 車 軸 用 複 列 円 筒 こ ろ 軸 受 （ 図 ７ ） は 、 ラ ジ ア ル 受 け と し て 使 わ れ て い る
の が 一 般 的 で 、 軽 い 程 度 の ア キ シ ア ル 荷 重 も 負 荷 で き る が 、 割 合 大 き い ア キ シ ア ル 荷 重 を
も 受 け る 場 合 は 、 玉 軸 受 と 組 合 せ て 使 わ な け れ ば な ら な い 、 こ れ に よ り 、 台 車 の 軸 受 箱 (
ハ ウ ジ ン グ )の サ イ ズ も 大 き く な る 制 限 が あ る 。 確 か に 、 こ れ は 、 内 輪 が ― 体 型 な の で 、
車 軸 の フ レ ッ チ ン グ 傷 の 発 生 が 抑 制 で き る 。 但 し 、 こ の 種 の 軸 受 は 、 内 ・ 外 輪 の 鍔 面 と 、
こ ろ 両 端 面 と の 相 対 運 動 は 、 滑 り の 成 分 が 大 き い 為 、 滑 り 傷 や 摩 耗 等 の 発 生 し 易 い と い っ
た 問 題 か あ る （ 図 ７ に 丸 印 で 示 す ２ 箇 所 ） 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 尚 、 台 車 と し て は 、 よ り コ ン パ ク ト 化 、 よ り 高 速 度 化 、 及 び よ り 高 負 荷 化 を 追 求 し て い
る 今 で は 、 軸 受 も 、 当 然 、 よ り 小 さ い サ イ ズ で 、 よ り 高 速 度 、 高 負 荷 容 量 、 よ り 長 寿 命 が
要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 述 の 現 存 各 種 の 鉄 道 車 両 車 軸 用 の 複 列 円 錐 こ ろ 軸 受 、 及 び 、 複 列
円 筒 こ ろ 軸 受 に 存 在 す る 諸 問 題 点 に 対 し 、 解 決 案 と し て 、 中 央 列 の 三 点 或 は 四 点 接 触 の 玉
、 両 側 列 の 円 筒 こ ろ か ら 構 成 さ れ る 密 封 、 又 は オ ー プ ン 型 の 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 を 提
案 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 内 輪 は 、 ― 体 型 で 車 軸 の 撓 み に よ る フ レ ッ チ ン グ 傷 の 発 生 が 防 止 で き 、 又 、
両 側 列 の 円 筒 こ ろ は 、 主 に 、 ラ ジ ア ル 荷 重 を 負 荷 し 、 中 央 列 の 玉 、 或 は 三 点 或 は 四 点 接 触
の 玉 は 、 主 に 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 す る と い う 仕 組 み で あ り 、 そ れ で 鉄 道 車 両 車 軸 を 回
転 自 在 に 支 持 す る 為 に 、 ラ ジ ア ル 荷 重 だ け で は な く 、 ア キ シ ア ル 荷 重 も 支 承 で き 、 耐 鍔 焼
き 付 き 性 も 十 分 に 向 上 で き る 、 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 は 、 一 体
型 の 内 軌 道 輪 と 、 一 体 型 の 外 軌 道 輪 と の 間 に 、 二 列 の 転 動 体 の 円 筒 状 の こ ろ と 、 一 列 の 転
動 体 の 玉 と を 、 夫 々 、 略 ― 定 間 隔 に 保 持 し た 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 に 於 い て 、
　 前 記 円 筒 状 の こ ろ は 、 ラ ジ ア ル 受 と し 、 前 記 玉 は 、 一 部 の ラ ジ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な が ら
、 ス ラ ス ト 受 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 は 、 一 体 型 の 内 軌 道 輪 と 、 二 つ の 外 軌
道 輪 と の 間 に 、 二 列 の 転 動 体 の 円 筒 状 の こ ろ と 、 一 列 の 転 動 体 の 玉 と を 、 夫 々 、 略 ― 定 間
隔 に 保 持 し た 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 に 於 い て 、
　 前 記 円 筒 状 の こ ろ は 、 ラ ジ ア ル 受 と し 、 前 記 玉 は 、 一 部 の ラ ジ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な が ら
、 ス ラ ス ト 受 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 [作 用 ]
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 内 輪 は 、 一 体 型 な の で 、 荷 重 に よ る 撓 み を 発 生
し な が ら 、 回 転 し て い る 車 軸 と 、 内 輪 内 径 面 の 面 取 交 接 部 と の 軸 方 向 の 微 小 摺 動 に よ る 軸
の フ レ ッ チ ン グ に よ る 傷 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 外 輪 は 、 二 つ な の で 、 こ
れ に よ り 、 車 体 の ハ ウ ジ ン グ (軸 受 箱 )に 組 ま れ や す い だ け で は な く 、 構 造 を 合 理 的 に す る
こ と が で き る 。 さ ら に 、 円 筒 状 の こ ろ は 、 ラ ジ ア ル 受 と し 、 玉 は 、 一 部 の ラ ジ ア ル 荷 重 を
負 荷 し な が ら 、 ス ラ ス ト 受 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る 本 発 明 の 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 は 、 こ ろ 端 面 と 内 ・ 外 輪 又 は 鍔
輪 の 鍔 面 と の 接 触 部 に は 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な け れ ば な ら な い 従 来 の 鉄 道 車 両 車 軸
用 円 筒 こ ろ 軸 受 と は 違 っ て 、 合 成 荷 重 を 負 荷 し た 時 に 両 側 列 の 円 筒 こ ろ の 両 端 面 は 、 内 輪
或 は 外 輪 の ど っ ち の 鍔 面 と 接 触 し な い こ と に よ り 、 両 側 列 の 円 筒 こ ろ は 、 単 に ラ ジ ア ル 荷
重 だ け を 負 荷 し 、 中 央 列 の 玉 或 は 、 三 点 或 は 四 点 接 触 の 玉 は 、 ラ ジ ア ル 荷 重 を も 負 荷 し な
が ら 、 主 に 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 す る 。 こ の 為 、 ア キ シ ア ル 荷 重 に よ る こ ろ の テ イ ル ト
（ Ｔ ｉ ｌ ｔ ） モ メ ン ー ト が な く な り 、 こ の モ メ ン ー ト に よ る 内 ・ 外 輪 軌 道 面 の エ ー ジ ロ ー
ト は 、 発 生 し な い し 、 内 ・ 外 輪 又 は 鍔 輪 の 鍔 焼 き も 、 発 生 す る 心 配 は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 中 央 列 の 玉 或 は 三 点 或 は 四 点 玉 も あ る 程 度 の ラ ジ ア ル 荷 重 を 分 担 し て 負 荷 し て い
る の で 、 両 側 列 の こ ろ の ラ ジ ア ル 負 荷 容 量 が 割 合 に 小 さ く で き 、 こ ろ 丈 も 無 理 に 長 く す る
必 要 は な い 。 そ れ に よ る こ ろ の ス キ ュ ー が 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 尚 、 内 輪 が 一 体 型 な の で 、 車 軸 は 荷 重 に よ る 撓 み の 発 生 が 防 止 で き る 為 に 、 回 転 し て い
る 時 に 、 軸 受 と 嵌 め 合 う 処 の 車 軸 表 面 は 、 内 輪 内 径 面 の 面 取 接 点 部 と の 軸 方 向 の 微 小 摺 動
に よ る フ レ ッ チ ン グ 傷 の 発 生 を 十 分 に 抑 制 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 は 、 上 述 の 様 に 構 成 さ れ て 作 用 す る 為 、 内 ・ 外 輪 及 び
鍔 輪 の 鍔 面 と 、 こ ろ 両 端 面 と の 当 後 部 の 耐 焼 付 き 性 が 飛 躍 的 に 向 上 で き る 。 而 も 、 運 転 時
に 軸 受 と 嵌 め 合 う 処 の 車 軸 表 面 は 、 内 輪 内 径 面 の 面 取 接 点 部 と の 軸 方 向 の 微 小 摺 動 に よ る
フ レ ッ チ ン グ 傷 の 発 生 も 十 分 に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 又 、 中 央 列 は 、 玉 或 は 三 点 或 は 四 点 接 触 玉 の た め 、 ア キ シ ア ル 負 荷 容 量 を 大 幅 に 向 上 さ
せ る 。 特 に 、 同 時 に 負 荷 す る ラ ジ ア ル 荷 重 及 び ア キ シ ア ル 荷 重 に よ る 合 成 荷 重 に 耐 え ら れ
る 構 造 が 実 現 で き る 結 果 、 鉄 道 車 両 車 軸 等 の 過 酷 な 条 件 で 運 転 さ れ る 各 種 回 転 支 持 部 に 広
く 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 軸 受 は 、 構 造 簡 単 か ら 、 組 立 、 点 検 及 び メ ン テ ナ ン ス 等 の 取 り 扱 い 容 易
性 が 要 求 さ れ る 鉄 道 車 両 車 軸 に 使 用 さ れ る の が か な り 効 果 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 鉄 道 車 両 車 軸 用 組 合 せ 転 が り 軸 受 を 図 面 を 参 照 し つ つ
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ 第 １ 実 施 の 形 態 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 鉄 道 車 両 車 軸 用 密 封 型 外 輪 鍔 不 接 触 の 組 合 せ
転 が り 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 軸 受 は 、 ― 体 型 の 内 輪 ３ と 、 二 つ の 外 輪 ２ ａ ， ２ ａ と 、 そ の 間 に 両 側 列 の 円 筒 こ ろ
６ ， ６ と 、 該 こ ろ ６ と こ ろ ６ と の 間 を 一 定 の 間 隔 に 保 持 し て 内 輪 ３ 又 は 外 輪 ２ ａ ， ２ ａ 或
は こ ろ ６ に 案 内 さ れ る 二 つ の 保 持 器 １ ０ ， １ ０ と 、 中 央 列 の 玉 ７ 或 は 三 点 或 は 四 点 接 触 の
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玉 ７ と 、 該 玉 ７ と 玉 ７ と の 間 を 一 定 の 間 隔 に 保 持 し て 内 輪 ３ 又 は 外 輪 ２ ａ ， ２ ａ 、 或 は 玉
７ に 案 内 さ れ る 一 つ の （ も み 抜 き 型 の ） 保 持 器 １ ４ と 、 内 輪 ３ の 両 側 に 付 け る 二 つ の Ｓ Ｅ
Ａ Ｌ 　 Ｗ Ｅ Ａ Ｒ 　 Ｒ Ｉ Ｎ Ｇ の 機 能 を 持 っ た 鍔 輪 １ １ （ 油 切 ） と 、 そ の シ ー ル １ ２ と 、 外 輪
と 外 輪 と の 接 触 面 に あ っ た Ｏ － Ｒ Ｉ Ｎ Ｇ シ ー ル １ ５ と 、 か ら 構 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 円 筒 こ ろ ６ の 端 面 と 、 外 輪 ２ ａ の 鍔 面 と の 間 の 隙 間 は 、 玉 列 の ア キ シ ア ル 隙 間 よ
り 大 き く 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 玉 ７ の 玉 列 は 、 必 ず し も 中 央 で な く て も よ い 。 さ ら に 、 こ の 玉 列 は 、 複 列 で も よ
い （ 但 し 、 少 し 幅 が 拡 が る ） 。 以 下 、 後 述 す る 実 施 の 形 態 に 於 い て も 、 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 軸 受 は 、 そ の 両 側 列 の 円 筒 こ ろ ６ の 両 端 面 が 外 輪 ２ ａ の 鍔 面 と の 接 触 の な い た め 、
合 成 荷 重 を 負 荷 す る 場 合 に 、 両 列 の 円 筒 こ ろ ６ は 、 単 に ラ ジ ア ル 荷 重 だ け を 負 荷 し 、 中 央
列 の 玉 ７ 或 は 三 点 或 は 四 点 接 触 の 玉 ７ は 、 ラ ジ ア ル 荷 重 を も 負 荷 し な が ら 、 主 に 、 ア キ シ
ア ル 荷 重 を 負 荷 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 両 側 列 の 円 筒 こ ろ ６ は 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な い こ と に よ り 、 ア キ シ ア ル 荷 重 に よ
る こ ろ の テ イ ル ト （ Ｔ ｉ ｌ ｔ ） モ メ ン ー ト が な く な り 、 こ の モ メ ン ー ト に よ る 内 ・ 外 輪 軌
道 面 の エ ー ジ ロ ー ト は 、 発 生 し な い し 、 内 ・ 外 輪 又 は 鍔 輪 の 鍔 焼 き も 発 生 す る 心 配 は な い
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 又 、 こ の 軸 受 は 、 内 輪 ３ が 一 体 型 な の で 、 車 軸 １ は 、 荷 重 に よ る 撓 み の 発 生 が 防 止 で き
る こ と に よ り 、 回 転 し て い る 時 に 、 軸 受 と 嵌 め 合 う 処 の 車 軸 １ の 表 面 は 、 内 輪 ３ の 内 径 面
の 面 取 接 点 部 と の 軸 方 向 の 微 小 摺 動 に よ る フ レ ッ チ ン グ 傷 の 発 生 を 抑 制 す る の が 十 分 に 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 尚 、 中 央 列 の 玉 ７ 或 は 三 点 或 は 四 点 接 触 の 玉 ７ も 、 あ る 程 度 の ラ ジ ア ル 荷 重 を 分 担 し て
、 負 荷 し て い る の で 、 両 側 列 の こ ろ ６ の ラ ジ ア ル 負 荷 容 量 が 割 合 に 小 さ く で き 、 こ ろ 丈 も
無 理 に 長 く す る 必 要 は な い 。 そ れ に よ る こ ろ ６ の ス キ ュ ー が 抑 制 で き る 。 　
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 合 成 荷 重 を 負 荷 す る 場 合 は 、 円 錐 こ ろ 軸 受 か 玉 軸 受 と 組 合 わ せ て 使 用 す る 必 要 が
な く 、 単 独 に 使 え る の で 、 台 車 軸 受 箱 の 小 型 化 に は 、 大 変 役 に 立 つ も の で あ る 。 　
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ 第 ２ 実 施 の 形 態 ）
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 鉄 道 車 両 車 軸 用 オ ー プ ン 型 外 輪 鍔 不 接 触 の 組
合 せ 転 が り 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 そ の 基 本 的 構 造 が 上 記 の 第 １ 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る こ と か ら 、 そ の
相 違 す る 点 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の 軸 受 は 、 両 側 に 付 け る 二 つ の Ｓ Ｅ Ａ Ｌ 　 Ｗ Ｅ Ａ Ｒ 　 Ｒ Ｉ Ｎ Ｇ の
機 能 を 持 っ た 鍔 輪 １ １ と 、 そ の 密 封 シ ー ル １ ２ 及 び 外 輪 ２ ａ と 外 輪 ２ ａ と の 接 触 面 に あ っ
た Ｏ － Ｒ Ｉ Ｎ Ｇ シ ー ル １ ５ と が な く 、 換 り に 、 内 輪 ３ の 両 側 に 鍔 輪 １ ３ が 付 い て い る も の
で あ る 。 ま た 、 こ ろ 軸 受 の こ ろ 端 面 と 、 内 外 輪 の 鍔 面 の 過 大 な 荷 重 が か か る こ と に よ る 接
触 を 防 ぐ 、 あ る い は 、 接 触 を し な い よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 軸 受 の 機 能 は
、 密 封 型 で は な い の み で 、 他 は 、 第 一 実 施 の 形 態 と 同 じ で 、 詳 細 説 明 は 省 略 に す る 。 　
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ 第 ３ 実 施 の 形 態 ）
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 鉄 道 車 両 車 軸 用 密 封 型 内 輪 鍔 不 接 触 の 組 合 せ
転 が り 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 軸 受 は 、 一 体 型 の 内 輪 ３ と 、 二 つ の 両 鍔 を 有 し た 外 輪 ２ ａ ， ２ ａ と 、 そ の 間 に 両 側
列 の 円 筒 こ ろ ６ ， ６ と 、 該 こ ろ ６ と こ ろ ６ と の 間 を 一 定 の 間 隔 に 保 持 し て 内 輪 ３ 又 は 外 輪
２ ａ 、 或 は こ ろ ６ に 案 内 さ れ る 二 つ の 保 持 器 １ ０ と 、 中 央 列 の 玉 ７ 或 は 三 点 或 は 四 点 接 触
の 玉 ７ と 、 該 玉 ７ と 玉 ７ と の 間 を 一 定 の 間 隔 に 保 持 し て 、 内 輪 ３ 又 は 外 輪 ２ ａ 、 或 は 玉 ７
に 案 内 さ れ る 一 つ の 保 持 器 １ ４ と 、 内 輪 ３ の 両 側 に 付 け る 二 つ の Ｓ Ｅ Ａ Ｌ 　 Ｗ Ａ Ｅ Ｒ 　 Ｒ
Ｉ Ｎ Ｇ （ １ １ ） （ 油 切 ） と 、 そ の シ ー ル と 、 外 輪 ２ ａ と 外 輪 ２ ａ と の 接 触 面 に あ っ た Ｏ －
Ｒ Ｉ Ｎ Ｇ シ ー ル １ ５ と 、 か ら 構 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 円 筒 こ ろ ６ の 端 面 と 、 内 輪 ３ の 鍔 面 と の 間 の 隙 間 は 、 玉 列 の ア キ シ ア ル 隙 間 よ り
大 き く 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 軸 受 は 、 そ の 両 側 列 の 円 筒 こ ろ ６ の 両 端 面 が 内 輪 ３ の 鍔 面 と の 接 触 が な い た め 、 合
成 荷 重 を 負 荷 す る 場 合 に は 、 両 列 の 円 筒 こ ろ ６ は 、 単 に ラ ジ ア ル 荷 重 だ け を 負 荷 し 、 中 央
列 の 玉 ７ 或 は 三 点 或 は 四 点 接 触 の 玉 ７ は 、 ラ ジ ア ル 荷 重 を も 負 荷 し な が ら 、 主 に 、 ア キ シ
ア ル 荷 重 を 負 荷 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 両 側 列 の 円 筒 こ ろ ６ は 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な い こ と に よ り 、 ア キ シ ア ル 荷 重 に よ
る こ ろ の テ イ ル ト （ Ｔ ｉ ｌ ｔ ） モ メ ン ー ト が な く な り 、 こ の モ メ ン ー ト に よ る 内 ・ 外 輪 軌
道 面 の エ ー ジ ロ ー ト は 、 発 生 し な い し 、 内 ・ 外 輪 又 は 鍔 輪 の 鍔 焼 き 発 生 の 心 配 は な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 又 、 こ の 軸 受 は 、 内 輪 ３ が 一 体 型 な の で 、 車 軸 １ は 、 荷 重 に よ る 撓 み の 発 生 が 防 止 で き
る こ と に よ り 、 回 転 し て い る 時 に 、 軸 受 と 嵌 め 合 う 処 の 車 軸 １ の 表 面 は 、 内 輪 ３ の 内 径 面
の 面 取 接 点 部 と の 軸 方 向 の 微 小 摺 動 に よ る ス タ ン プ 傷 の 発 生 を 抑 制 す る の が 十 分 に 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 尚 、 中 央 列 の 玉 ７ 或 は 三 点 或 は 四 点 接 触 の 玉 ７ も 、 あ る 程 度 の ラ ジ ア ル 荷 重 を 分 担 し て
負 荷 し て い る の で 、 両 側 列 の こ ろ ６ の ラ ジ ア ル 負 荷 容 量 が 割 合 に 小 さ く で き 、 こ ろ 丈 も 無
理 に 長 く す る 必 要 は な い 。 そ れ に よ る こ ろ の ス キ ュ ー が 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 更 に 、 合 成 荷 重 を 負 荷 す る 場 合 は 、 円 錐 こ ろ 軸 受 か 玉 軸 受 と 組 合 わ せ て 使 用 す る 必 要 が
な く 、 単 独 に 使 え る の で 、 台 車 軸 受 箱 の 小 型 化 に は 、 大 変 役 に 立 つ も の で あ る 。 ま た 、 こ
ろ 軸 受 の こ ろ 端 面 と 、 内 外 輪 の 鍔 面 の 過 大 な 荷 重 が か か る こ と に よ る 接 触 を 防 ぐ 、 あ る い
は 、 接 触 を し な い よ う に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 （ 第 ４ 実 施 の 形 態 ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 鉄 道 車 両 車 軸 用 オ ー プ ン 型 内 輪 鍔 不 接 触 の 組
合 せ 転 が り 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 そ の 基 本 的 構 造 が 上 記 の 第 ３ 実 施 の 形 態 と 同 様 で あ る こ と か ら 、 そ の
相 違 す る 点 に つ い て の み 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ の 軸 受 は 、 両 側 に 内 輪 ３ の 両 側 に 付 け る 二 つ の Ｓ Ｅ Ａ Ｌ 　 Ｗ Ｅ Ａ
Ｒ 　 Ｒ Ｉ Ｎ Ｇ （ １ １ ） （ 油 切 ） と 、 そ の 密 封 シ ー ル １ ５ 及 び 外 輪 ２ ａ と 外 輪 ２ ａ と の 接 触
面 に あ っ た Ｏ － Ｒ Ｉ Ｎ Ｇ シ ー ル １ ５ と が な い も の で あ る 。 こ の 軸 受 の 機 能 は 、 密 封 型 で は
な い の み で 、 他 は 、 第 ３ 実 施 の 形 態 と 同 じ で 、 詳 細 説 明 は 省 略 に す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ 第 ５ 実 施 の 形 態 ）
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 鉄 道 車 両 車 軸 用 オ ー プ ン 型 外 輪 鍔 不 接 触 の 組
合 せ 転 が り 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 軸 受 は 、 内 ・ 外 輪 と も に 一 体 型 で あ っ て 、 ― 体 型 の 内 輪 ３ と 、 一 体 型 の 外 輪 ２ と 、
そ の 間 に 両 側 列 の 円 筒 こ ろ ６ ， ６ と 、 該 こ ろ ６ と こ ろ ６ と の 間 を 一 定 の 間 隔 に 保 持 し て 内
輪 ３ 又 は 外 輪 ２ 或 は こ ろ ６ に 案 内 さ れ る 二 つ の 保 持 器 １ ０ ， １ ０ と 、 中 央 列 の 玉 ７ 或 は 三
点 或 は 四 点 接 触 の 玉 ７ と 、 該 玉 ７ と 玉 ７ と の 間 を 一 定 の 間 隔 に 保 持 し て 内 輪 ３ 又 は 外 輪 ２
、 玉 ７ に 案 内 さ れ る 一 つ の （ 冠 型 の ） 保 持 器 １ ６ と 、 か ら 構 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 円 筒 こ ろ ６ の 端 面 と 、 外 輪 ２ の 鍔 面 と の 間 の 隙 間 は 、 玉 列 の ア キ シ ア ル 隙 間 よ り
大 き く 設 定 し て あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 軸 受 は 、 そ の 両 側 列 の 円 筒 こ ろ ６ の 両 端 面 が 外 輪 ２ の 鍔 面 と の 接 触 の な い た め 、 合
成 荷 重 を 負 荷 す る 場 合 に 、 両 列 の 円 筒 こ ろ ６ は 、 単 に ラ ジ ア ル 荷 重 だ け を 負 荷 し 、 中 央 列
の 玉 ７ 或 は 三 点 或 は 四 点 接 触 の 玉 ７ は 、 ラ ジ ア ル 荷 重 を も 負 荷 し な が ら 、 主 に 、 ア キ シ ア
ル 荷 重 を 負 荷 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 両 側 列 の 円 筒 こ ろ ６ は 、 ア キ シ ア ル 荷 重 を 負 荷 し な い こ と に よ り 、 ア キ シ ア ル 荷 重 に よ
る こ ろ の テ イ ル ト （ Ｔ ｉ ｌ ｔ ） モ メ ン ー ト が な く な り 、 こ の モ メ ン ー ト に よ る 内 ・ 外 輪 軌
道 面 の エ ー ジ ロ ー ト は 、 発 生 し な い し 、 内 ・ 外 輪 又 は 鍔 輪 の 鍔 焼 き も 発 生 す る 心 配 は な い
。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 又 、 こ の 軸 受 は 、 内 輪 ３ が 一 体 型 な の で 、 車 軸 １ は 、 荷 重 に よ る 撓 み の 発 生 が 防 止 で き
る こ と に よ り 、 回 転 し て い る 時 に 、 軸 受 と 嵌 め 合 う 処 の 車 軸 １ の 表 面 は 、 内 輪 ３ の 内 径 面
の 面 取 接 点 部 と の 軸 方 向 の 微 小 摺 動 に よ る フ レ ッ チ ン グ 傷 の 発 生 を 抑 制 す る の が 十 分 に 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 尚 、 中 央 列 の 玉 ７ 或 は 三 点 或 は 四 点 接 触 の 玉 ７ も 、 あ る 程 度 の ラ ジ ア ル 荷 重 を 分 担 し て
、 負 荷 し て い る の で 、 両 側 列 の こ ろ ６ の ラ ジ ア ル 負 荷 容 量 が 割 合 に 小 さ く で き 、 こ ろ 丈 も
無 理 に 長 く す る 必 要 は な い 。 そ れ に よ る こ ろ ６ の ス キ ュ ー が 抑 制 で き る 。 　
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 更 に 、 合 成 荷 重 を 負 荷 す る 場 合 は 、 円 錐 こ ろ 軸 受 か 玉 軸 受 と 組 合 わ せ て 使 用 す る 必 要 が
な く 、 単 独 に 使 え る の で 、 台 車 軸 受 箱 の 小 型 化 に は 、 大 変 役 に 立 つ も の で あ る 。 　
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 変 形 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 鉄 道 車 両 車 軸 用 密 封 型 外 輪 鍔 不 接 触 の 組 合 せ 転
が り 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 鉄 道 車 両 車 軸 用 オ ー プ ン 型 外 輪 鍔 不 接 触 の 組 合
せ 転 が り 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 鉄 道 車 両 車 軸 用 密 封 型 内 輪 鍔 不 接 触 の 組 合 せ 転
が り 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 鉄 道 車 両 車 軸 用 オ ー プ ン 型 内 輪 鍔 不 接 触 の 組 合
せ 転 が り 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 の 形 態 に 係 り 、 鉄 道 車 両 車 軸 用 オ ー プ ン 型 外 輪 鍔 不 接 触 の 組 合
せ 転 が り 軸 受 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 に 係 る 鉄 道 車 両 車 軸 用 密 封 型 複 列 円 錐 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 （ 実 績 品 ） で あ る
。
【 図 ７ 】 従 来 に 係 る 鉄 道 車 両 車 軸 用 オ ー プ ン 型 複 列 円 筒 こ ろ 軸 受 の 縦 断 面 図 （ 実 績 品 ） で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ５ ７ 】
　 １ 　 車 軸
　 ２ ， ２ ａ 　 外 輪
　 ３ ， ３ ａ 　 内 輪
　 ４ 　 間 座
　 ５ 　 円 錐 こ ろ
　 ６ 　 円 筒 こ ろ
　 ７ 　 玉
　 １ ０ 　 保 持 器
　 １ １ 　 鍔 輪
　 １ ２ 　 シ ー ル 部 材
　 １ ３ 　 鍔 輪
　 １ ４ 　 保 持 器
　 １ ５ 　 Ｏ － リ ン グ
　 １ ６ 　 冠 型 の 保 持 器
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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